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横尾忠則は、昭和前年史の激動の年に生まれた。その年とは昭和 11（1936）年、大雪の帝都に軍靴が轟いた 2.26事件である。また、阿部定と石田吉蔵
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横尾忠則の「昭和 N I P P O N」―反復・連鎖・転移　展

も不穏な時代の渦中にいた。阿部定事件は 5月 18日に起こった。本展覧会の構成趣旨は、横尾忠則によって一貫して描かれてきた「日本」の戦前や戦後、

　　主催：横尾忠則展実行委員会
　　　　　（青森県立美術館、三沢市寺山修司記念館、
　　　　　 青森朝日放送株式会社、公益社団法人青森県観光連盟）
特別協力：
　　協力：青い森鉄道株式会社
　　後援：青森県教育委員会
巡回予定：横尾忠則現代美術館（兵庫県）　2014年 1 / 25ー 3 / 30

《戦後》1985年
シルクスクリーンによる釉薬・
セラミック＋磯崎新によるフレーム
原美術館蔵

  関連イベント

トークセッションや公開制作、関連映画上映
会等予定しております。詳細は決定次第ホー
ムページにアップいたします。

  観覧料

一　般：1,000（800）円
高大生：　600（480）円
小中生：　200（160）円

※ 心身に障がいのある方と付添者 1名は無料
※ 常設展観覧料は含まれません
※ （  ）内は前売り及び 20名以上の団体料金
  前売券販売所　　青森県立美術館、ローソンチケット、チケットぴあ、
  　　　　　　　　県内各プレイガイドほか。

  アクセス

JR新青森駅からルートバスねぶたん号（左回り）
新青森駅南口バス停乗車「県立美術館前」下車（約 10分）
青森駅から青森市営バス青森駅前 6番バス停乗車
運転免許センター行き「県立美術館前」下車（約 20分）
青森空港から車で約 20分
東北縦貫自動車道青森 I.C.から車で約 5分
（八戸方面から）青森自動車道青森中央 I.Cから車で約 10分

  お問い合わせ

青森県立美術館
〒038-0021　青森市安田字近野 185
TEL 017-783-3000　FAX 017-783-5244
www.aomori-museum.jp

2 0 1 3 . 9 / 7（土）- 1 1 / 4（月・祝）
                                           休館日： 9 / 2 4（火）、 1 0 / 1 5（火）
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《神風恍惚切根之図》原画、色指定紙（平凡パンチ　平凡出版）1968年
インク・紙、カラーインク　カラーチップ・トレーシングペーパー
作家蔵

《愛の回想》1994年
アクリル・キャンバス
作家蔵

《今月の恍景》原画（オール読物　文藝春秋）1969年
インク・紙
作家蔵

《木花開耶媛の復活》1998年
アクリル　コラージュ・キャンバス
作家蔵（東京都現代美術館寄託）

《業》1985年頃
アクリル・板
横尾忠則現代美術館蔵

《花嫁》1966年
アクリル・キャンバス
東京都現代美術館蔵

《記憶の鎮魂歌》1994年
油彩 アクリル・キャンバス
作家蔵

《新網走番外地（東映）》1969年
オフセット・紙
国立国際美術館蔵

《実験報告》1996年
油彩・キャンバス
東京都現代美術館蔵

表面作品画像：《歯みがき》1966年　アクリル・キャンバス　東京都現代美術館蔵


